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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　オウギ、トウキ及び天花粉を１～３：１：１の重量比で混合したオウギ、トウキ及び天
花粉の混合抽出物を有効成分として含む乳がんの予防または治療用薬学的組成物。
【請求項２】
　前記混合抽出物は、オウギ、トウキ及び天花粉の混合物を水、炭素数１～４のアルコー
ル及びこれらの混合溶媒からなる群から選択された１種以上の溶媒で抽出したことを特徴
とする、請求項１に記載の乳がんの予防または治療用薬学的組成物。
【請求項３】
　前記炭素数１～４のアルコールは、２０～４０％（ｖ／ｖ）のエタノールであることを
特徴とする、請求項２に記載の乳がんの予防または治療用薬学的組成物。
【請求項４】
　前記混合抽出物は、ニンジン抽出物をさらに含むことを特徴とする、請求項１に記載の
乳がんの予防または治療用薬学的組成物。
【請求項５】
　前記オウギ、トウキ、天花粉及びニンジンの混合抽出物は、オウギ、トウキ、天花粉及
びニンジンを１～３：１：１：１の重量比で混合したことを特徴とする、請求項４に記載
の乳がんの予防または治療用薬学的組成物。
【請求項６】
　前記乳がんは、転移性乳がんであることを特徴とする、請求項１に記載の乳がんの予防
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または治療用薬学的組成物。
【請求項７】
　オウギ、トウキ及び天花粉を１～３：１：１の重量比で混合したオウギ、トウキ及び天
花粉の混合抽出物を有効成分として含む乳がんの予防または改善用食品組成物。
【請求項８】
　前記混合抽出物は、ニンジン抽出物をさらに含むことを特徴とする、請求項７に記載の
乳がんの予防または改善用食品組成物。
【請求項９】
　前記オウギ、トウキ、天花粉及びニンジンの混合抽出物は、オウギ、トウキ、天花粉及
びニンジンを１～３：１：１：１の重量比で混合したことを特徴とする、請求項８に記載
の乳がんの予防または改善用食品組成物。
【請求項１０】
　オウギ、トウキ、天花粉及びニンジンを１～３：１：１：１の重量比で混合したオウギ
、トウキ、天花粉及びニンジンの混合抽出物を有効成分として含む抗乳がん治療補助用の
薬学的組成物。
【請求項１１】
　オウギ、トウキ、天花粉及びニンジンを１～３：１：１：１の重量比で混合したオウギ
、トウキ、天花粉及びニンジンの混合抽出物を有効成分として含む抗乳がん治療補助用の
食品組成物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、オウギ、トウキ及び天花粉の混合抽出物を有効成分として含むがんの予防ま
たは治療用組成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　がんは、人類が解決しなければならない難病の一つであり、全世界的にこれを治癒する
ための開発に莫大な資本が投資されている状況であり、韓国の場合、疾病死亡の原因のう
ち第１位の疾病として、年間約１０万人以上が診断を受け、約６万人以上が死亡している
。このようながんの誘発因子である発がん物質としては、喫煙、紫外線、化学物質、食べ
物、その他の環境因子があるが、その誘発原因が多様であり、治療剤の開発が難しいだけ
でなく、発生する部位によって治療剤の効果もそれぞれ異なる。現在、治療剤として使用
される物質は、相当な毒性を持っており、がん細胞のみを選択的に除去することができな
いため、がんの発生後にこれの治療だけでなく、がんの発生を予防するための毒性が少な
くかつ効果的な抗がん剤の開発が切実に必要である。
【０００３】
　一方、オウギ（Ａｓｔｒａｇａｌｕｓ　ｍｅｍｂｒａｎａｃｅｕｓ）は、双子葉植物バ
ラ目マメ科の多年生植物として、韓国、日本、満洲、中国北東部、シベリア東部などの地
に分布する。多くの場合、薬草として栽培し、韓方では、秋に採取して芦頭とひげ根を除
去して日光に乾かしたものを韓方薬のオウギといい、皮を剥かずそのまま使うものが薬効
がより良いと知られている。強壮、止汗、利尿、消腫などの効能があり、身体虚弱、疲労
倦怠、冷や汗などに処方する。
【０００４】
　トウキ（Ａｎｇｅｌｉｃａ　ｇｉｇａｓ）は、セリ科に属する多年生草であるトウキの
根を乾かしたもので、味は甘く辛く、性質は暖かい。トウキの効能には、血が足りない時
に血を生成する補血作用があり、トウキは、冠状動脈の血流量を促進させ、赤血球の生成
を旺盛にする。
【０００５】
　天花粉（Ｔｒｉｃｈｏｓａｎｔｈｅｓ　ｋｉｒｉｌｏｗｉｉ　Ｍａｘｉｍｏｗｉｃｚ）
は、ウリ科（瓜科、Ｃｕｃｕｒｂｉｔａｃｅａｅ）に属した多年生カラスウリまたはキカ
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ラスウリの皮層を剥いた根をいう。匂いがなく、味は苦くて酸っぱく、性質は冷たい。熱
によって津液が損傷された時、消渇症、腫物、膿を治療する。主に肺と胃の熱を下げて、
津液を作り、渇きを解消して、身体を潤沢にする。
【０００６】
　上記のように、オウギ、トウキまたは天花粉の多様な薬理効果が知られているが、これ
らの混合抽出物の坑がん効果については全く明かされておらず、これに対する研究も全く
ない状態である。
【０００７】
　そこで、本発明者らは、新規の抗がん剤を開発するための努力を重ねた結果、オウギ、
トウキ及び天花粉の混合抽出物が正常細胞の生長には影響を及ぼさず、がん細胞のみに特
異的に増殖を抑制し、かつ、がん細胞の転移を抑制する優れた効果があることを確認する
ことで、本発明を完成した。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明の目的は、オウギ、トウキ及び天花粉の混合抽出物を有効成分として含むがんの
予防または治療用組成物を提供することにある。
本発明のまた他の目的は、オウギ、トウキ及び天花粉の混合抽出物を有効成分として含む
坑がん治療補助用組成物を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記目的を達成するために、本発明は、オウギ、トウキ及び天花粉の混合抽出物を有効
成分として含むがんの予防または治療用の薬学的組成物を提供する。
　また本発明は、オウギ、トウキ及び天花粉の混合抽出物を有効成分として含むがんの予
防または改善用の食品組成物を提供する。
　また本発明は、オウギ、トウキ及び天花粉の混合抽出物を有効成分として含む坑がん治
療補助用の薬学的組成物を提供する。
　また本発明は、オウギ、トウキ及び天花粉の混合抽出物を有効成分として含む坑がん治
療補助用の食品組成物を提供する。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明に係るオウギ、トウキ及び天花粉の混合抽出物は、正常細胞の生長には影響を及
ぼさず、がん細胞のみに特異的に増殖を抑制する坑がん効果を持ち、かつ、がん細胞の転
移を抑制する優れた効果を持ち、がんの予防または治療及び坑がん治療補助に有用に利用
することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】抽出溶媒によって本発明の混合抽出物（オウギ：トウキ：天花粉＝１：１：１）
ががん細胞の増殖に及ぼす影響をＭＴＴアッセイを通じて示す図面である。
【図２】抽出溶媒によって本発明の混合抽出物（オウギ：トウキ：天花粉＝３：１：１）
ががん細胞の増殖に及ぼす影響をＭＴＴアッセイを通じて示す図面である。
【図３】抽出溶媒によって本発明の混合抽出物（オウギ：トウキ：天花粉：ニンジン＝１
：１：１：１）ががん細胞の増殖に及ぼす影響をＭＴＴアッセイを通じて示す図面である
。
【図４】抽出溶媒によって本発明の混合抽出物（オウギ：トウキ：天花粉：ニンジン＝３
：１：１：１）ががん細胞の増殖に及ぼす影響をＭＴＴアッセイを通じて示す図面である
。
【図５】本発明の混合抽出物（オウギ：トウキ：天花粉＝１：１：１）が多様な種類のが
ん細胞の増殖に及ぼす影響をＭＴＴアッセイを通じて示す図面である。
【図６】本発明の混合抽出物（オウギ：トウキ：天花粉＝３：１：１）が多様な種類のが
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ん細胞の増殖に及ぼす影響をＭＴＴアッセイを通じて示す図面である。
【図７】本発明の混合抽出物（オウギ：トウキ：天花粉：ニンジン＝１：１：１：１）が
多様な種類のがん細胞の増殖に及ぼす影響をＭＴＴアッセイを通じて示す図面である。
【図８】本発明の混合抽出物（オウギ：トウキ：天花粉：ニンジン＝３：１：１：１）が
多様な種類のがん細胞の増殖に及ぼす影響をＭＴＴアッセイを通じて示す図面である。
【図９】本発明の混合抽出物（オウギ：トウキ：天花粉＝１：１：１）が多様な種類の乳
がん細胞の増殖に及ぼす影響をＭＴＴアッセイを通じて示す図面である。
【図１０】本発明の混合抽出物（オウギ：トウキ：天花粉＝３：１：１）が多様な種類の
乳がん細胞の増殖に及ぼす影響をＭＴＴアッセイを通じて示す図面である。
【図１１】本発明の混合抽出物（オウギ：トウキ：天花粉：ニンジン＝１：１：１：１）
が多様な種類の乳がん細胞の増殖に及ぼす影響をＭＴＴアッセイを通じて示す図面である
。
【図１２】本発明の混合抽出物（オウギ：トウキ：天花粉：ニンジン＝３：１：１：１）
が多様な種類の乳がん細胞の増殖に及ぼす影響をＭＴＴアッセイを通じて示す図面である
。
【図１３】本発明の混合抽出物が正常細胞（ＲＩＥ　ｃｅｌｌ）の増殖に及ぼす影響をＭ
ＴＴアッセイを通じて示す図面である。
【図１４】本発明の混合抽出物が転移性乳がん細胞（ＭＤＡ－ＭＢ－２３１）の転移に及
ぼす影響を示す図面である。
【図１５】本発明の混合抽出物が転移性乳がん細胞（ＭＤＡ－ＭＢ－２３１）の浸潤に及
ぼす影響を示す図面である。
【図１６】本発明の混合抽出物が転移性乳がん細胞（ＭＤＡ－ＭＢ－２３１）の付着依存
性に及ぼす影響を示す図面である。
【図１７】転移性乳がん動物モデルで本発明の混合抽出物が実験期間の間にマウスの体重
変化に及ぼす影響を示す図面である。
【図１８】転移性乳がん動物モデルで本発明の混合抽出物が実験期間の間にがん組織の大
きさ変化に及ぼす影響を示す図面である。
【図１９】転移性乳がん動物モデルで本発明の混合抽出物が実験期間の間にがん組織の大
きさ変化に及ぼす影響を示す図面である。
【図２０】転移性乳がん動物モデルのがん組織のＨ＆Ｅ染色結果を示す図面である。
【図２１】転移性乳がん動物モデルのがん組織の抗ＣＤ－３１染色結果を示す図面である
。
【図２２】転移性乳がん動物モデルで本発明の混合抽出物ががん転移に及ぼす影響を示す
図面である。
【図２３】本発明の混合抽出物が転移性乳がん細胞（ＭＤＡ－ＭＢ－２３１）の信号伝達
体系に及ぼす影響を示す図面である。
【図２４】本発明の混合抽出物が転移性乳がん細胞（ＭＤＡ－ＭＢ－２３１）の信号伝達
体系に及ぼす影響を示す図面である。
【図２５】本発明の混合抽出物が２９３Ｔ細胞でＳＴＡＴ３転写因子活性に及ぼす影響を
示す図面である。
【図２６】本発明の混合抽出物が転移性乳がん細胞（ＭＤＡ－ＭＢ－２３１）でＳＴＡＴ
３転写因子活性に及ぼす影響を示す図面である。
【図２７】本発明の混合抽出物が転移性乳がん細胞（ＭＤＡ－ＭＢ－２３１）でＳＴＡＴ
３の核内移動に及ぼす影響を示す図面である。
【図２８】本発明の混合抽出物が転移性乳がん細胞（ＭＤＡ－ＭＢ－２３１）でＩＬ－６
の発現に及ぼす影響を示す図面である。
【図２９】本発明の混合抽出物が転移性乳がん細胞（ＭＤＡ－ＭＢ－２３１）でＩＬ－６
プローモーター及びＳＴＡＴ３の結合に及ぼす影響を示す図面である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
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　本発明は、オウギ、トウキ及び天花粉の混合抽出物を有効成分として含むがんの予防ま
たは治療用組成物を提供する。
　また本発明は、オウギ、トウキ及び天花粉の混合抽出物を有効成分として含む坑がん治
療補助用組成物を提供する。
　上記組成物は、薬学的組成物または食品組成物を含む。
【００１３】
　以下、本発明について、さらに詳しく説明する。
本発明の組成物において、有効成分であるオウギ、トウキ及び天花粉の混合抽出物は、下
記のような方法で得られる。
【００１４】
　先ず、オウギ、トウキ及び天花粉を水で洗浄して異物を除去する。オウギ、トウキ及び
天花粉は、栽培したものまたは市販されるものなどを制限なく使用することができる。前
記オウギ、トウキ及び天花粉を混合した後、１０～３０倍体積の溶媒を加えて完全に浸漬
させる。前記生薬材の混合割合は、好ましくは、オウギ：トウキ：天花粉＝０．５～５：
１：１の重量比である。抽出方法は、室温で含浸するか加温する。前記抽出溶媒は、これ
に制限されないが、水、炭素数１～４のアルコール、これらの混合溶媒から選択された１
種以上の溶媒を利用してもよく、好ましくは、エタノールであり、より好ましくは、２０
～４０％（ｖ／ｖ）のエタノールである。前記抽出物をろ過及び減圧濃縮して、最終のオ
ウギ、トウキ及び天花粉の混合抽出物を得る。
【００１５】
　前記混合抽出物は、ニンジン抽出物をさらに含んでもよく、ニンジンをさらに含む場合
の生薬材の混合割合は、好ましくは、オウギ：トウキ：天花粉：ニンジン＝０．５～５：
１：１：１の重量比である。
　本発明に係るオウギ、トウキ及び天花粉の混合抽出物は、正常細胞の生長には影響を及
ぼさず、がん細胞のみに特異的に増殖を抑制する坑がん効果を持ち、かつ、がん細胞転移
を抑制する優れた効果を持ち、がんの予防または治療、及び坑がん治療補助に有用に利用
することができる。
　前記がんは、一般的ながん疾患を含み、好ましくは、胃がん、結腸がん、乳がん、肺が
ん、非小細胞性肺がん、骨がん、膵膓がん、皮膚がん、頭部がん、頭頸部がん、黒色腫、
子宮がん、卵巣がん、大膓がん、小腸がん、直膓がん、肛門付近がん、ラッパ管がん腫、
子宮内膜がん、子宮頸がん、膣がん、外陰がん、ホジキン病（Ｈｏｄｇｋｉｎ’ｓ　ｄｉ
ｓｅａｓｅ）、食道がん、リンパ節がん、膀胱がん、胆嚢がん、内分泌腺がん、前立腺が
ん、副腎がん、軟部組織肉腫、尿道がん、陰茎がん、慢性または急性白血病、リンパ球リ
ンパ腫、腎臓がん、輸尿管がん、腎臓骨盤がん、血液がん、脳がん、中枢神経系（ＣＮＳ
；ｃｅｎｔｒａｌ　ｎｅｒｖｏｕｓ　ｓｙｓｔｅｍ）腫瘍、脊髓腫瘍、脳幹部神経膠腫及
び脳下垂体膠腫を含み、より好ましくは、乳がんであり、さらに好ましくは、転移性乳が
んである。
【００１６】
　本発明の組成物は、オウギ、トウキ及び天花粉の混合抽出物と共に坑がん効果を持つ公
知の有効成分を１種以上さらに含有してもよい。
本発明の組成物は、薬学的組成物の製造に通常使用される適切な担体、賦形剤及び希釈剤
をさらに含んでもよい。また、通常の方法に従って、散剤、顆粒剤、錠剤、カプセル剤、
懸濁液、エマルジョン、シロップ、エーロゾルなどの経口剤型、外用剤、坐剤及び滅菌注
射溶液の形態で剤型化して使用することができる。当該技術分野で知られた適合な製剤は
、文献（Ｒｅｍｉｎｇｔｏｎ’ｓ　Ｐｈａｒｍａｃｅｕｔｉｃａｌ　Ｓｃｉｅｎｃｅ、最
近、Ｍａｃｋ　Ｐｕｂｌｉｓｈｉｎｇ　Ｃｏｍｐａｎｙ、Ｅａｓｔｏｎ　ＰＡ）に開示さ
れているものを使用することが好ましい。前記組成物に含まれることができる担体、賦形
剤及び希釈剤としては、ラクトース、デキストロース、スクロース、ソルビトール、マン
ニトール、キシリトール、エリスリトール、マルチトール、デンプン、アカシアゴム、ア
ルジネート、ゼラチン、カルシウムホスフェート、カルシウムシリケート、セルロース、
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メチルセルロース、未晶質セルロース、ポリビニルピロリドン、水、メチルヒドロキシベ
ンゾエート、プロピルヒドロキシベンゾエート、タルク、マグネシウムステアレート及び
鉱物油などがある。前記組成物を製剤化する場合は、通常使用する充填剤、増量剤、結合
剤、湿潤剤、崩解剤、界面活性剤などの希釈剤または賦形剤を使用して調剤される。経口
投与のための固形製剤には、錠剤、丸剤、散剤、顆粒剤、カプセル剤などが含まれ、この
ような固形製剤は、前記組成物に少なくとも一つ以上の賦形剤、例えば、デンプン、カル
シウムカーボネート（ｃａｌｃｉｕｍ　ｃａｒｂｏｎａｔｅ）、スクロース、ラクトース
、ゼラチンなどを交ぜて調剤される。また、単純な賦形剤以外にマグネシウムステアレー
ト、タルクのような滑剤も使用される。経口投与のための液状製剤としては、懸濁液剤、
内用液剤、乳剤、シロップ剤などがあるが、よく使用される単純希釈剤である水、リキッ
ドパラフィンの他に様々な賦形剤、例えば、湿潤剤、甘味剤、芳香剤、保存剤などが含ま
れる。非経口投与のための製剤としては、滅菌された水溶液、非水性溶剤、懸濁剤、乳剤
、凍結乾燥製剤、坐剤が含まれる。また、非水性溶剤、懸濁剤としては、プロピレングリ
コール（ｐｒｏｐｙｌｅｎｅ　ｇｌｙｃｏｌ）、ポリエチレングリコール、オリーブオイ
ルのような植物性油、エチルオレイトのような注射可能なエステルなどが使用される。坐
剤の基剤としては、ウィテップゾール（ｗｉｔｅｐｓｏｌ）、マクロゴール、ツイン（ｔ
ｗｅｅｎ）６１、カカオ脂、ラウリン脂、グリセロゼラチンなどが使用される。
【００１７】
　本発明で用いられる用語「投与」は、任意の適切な方法で個体に所定の本発明の組成物
を提供することを意味する。
　本発明の薬学的組成物の好ましい投与量は、個体の状態及び体重、疾病の程度、薬物形
態、投与経路及び期間によって異なり、当業者によって適切に選択することができる。好
ましい効果のために、本発明の混合抽出物は、１日１ｍｇ／ｋｇ～１００００ｍｇ／ｋｇ
の量で投与し、一日に一回または数回に分けて投与する。
　本発明の薬学的組成物は、個体に多様な経路で投与される。投与の全ての方式は予想さ
れるが、例えば、経口、直腸または静脈、筋肉、皮下、子宮内硬膜または脳血管内の注射
によって投与される。
【００１８】
　本発明の組成物は、がんの予防または治療のために、単独で、または手術、放射線治療
、ホルモン治療、化学治療及び生物学的反応調節剤を使用する方法と併用して使用するこ
とができる。
　本発明において、健康機能食品とは、疾病の予防または改善、生体防御、免疫、病後の
回復、老化抑制などの生体調節機能を有する食品をいい、長期的に服用した時に人体に無
害でなければならない。
【００１９】
　本発明のオウギ、トウキ及び天花粉の混合抽出物は、がんの予防または改善、及び坑が
ん治療補助を目的として健康機能食品に添加することができる。本発明のオウギ、トウキ
及び天花粉の混合抽出物を食品添加物として使用する場合、前記オウギ、トウキ及び天花
粉の混合抽出物をそのまま添加するか、他の食品または食品成分と共に使用することがで
き、通常の方法によって適切に使用されることができる。有効成分の混合量は、使用目的
（予防、健康または治療的処置）によって適宜に決定される。一般的に、食品または飲料
の製造時に本発明のオウギ、トウキ及び天花粉の混合抽出物は、原料に対して１５重量％
以下、好ましくは、１０重量％以下の量で添加される。しかし、健康及び衛生を目的とす
るか、または健康調節を目的とする長期間の摂取の場合は、前記範囲以下であってもよく
、安全性の面で特に問題がないため、有効成分は、前記範囲以上の量で使用してもよい。
前記食品の種類には、特に制限はない。前記物質を添加することができる食品の例として
は、肉類、ソーセージ、パン、チョコレート、キャンデー類、スナック類、菓子類、ピザ
、ラーメン、その他の麺類、ガム類、アイスクリーム類を含んだ酪農製品、各種スープ、
飲料水、お茶、ドリンク剤、アルコール飲料及びビタミン複合剤などがあり、通常の意味
における健康食品を全て含む。
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【００２０】
　本発明の健康飲料組成物は、通常の飲料のように、様々な香味剤または天然炭水化物な
どを追加成分として含むことができる。上述した天然炭水化物は、ブドウ糖、果糖のよう
な単糖類、マルトース、スクロースのような二糖類、及びデキストリン、シクロデキスト
リンのような天然甘味剤や、サッカリン、アスパルテームのような合成甘味剤などを使用
することができる。前記天然炭水化物の割合は、本発明の組成物１００ｍｌ当たり、一般
的に約０．０１～１０ｇ、好ましくは、約０．０１～０．１ｇである。
【００２１】
　前記の他に本発明の組成物は、様々な営養剤、ビタミン、電解質、風味剤、着色剤、ペ
クト酸及びその塩、アルギン酸及びその塩、有機酸、保護性コロイド増粘剤、ｐＨ調節剤
、安定化剤、防腐剤、グリセリン、アルコール、炭酸飲料に使用される炭酸化剤などを含
む。その他に、本発明の組成物は、天然フルーツジュース、フルーツジュース飲料及び野
菜飲料の製造のための果肉を含んでもよい。このような成分は、独立してまたは組み合わ
せて使用する。このような添加剤の割合は、大して重要ではないが、本発明の組成物１０
０重量部当たり０．０１～０．１重量部の範囲で選択されることが一般的である。
以下、本発明の理解を助けるために、好ましい実施例、実験例及び製造例を提示する。し
かし、下記の実施例、実験例及び製造例は、本発明をより容易に理解するために提供され
るものであるだけで、実施例、実験例及び製造例によって本発明の内容が限定されるもの
ではない。
【００２２】
実施例１．オウギ、トウキ及び天花粉の混合抽出物の製造
　オウギ（Ａｓｔｒａｇａｌｕｓ　ｍｅｍｂｒａｎａｃｅｕｓ、Ａｍ）、トウキ（Ａｎｇ
ｅｌｉｃａ　ｇｉｇａｓ、Ａｇ）、及び天花粉（Ｔｒｉｃｈｏｓａｎｔｈｅｓ　ｋｉｒｉ
ｌｏｗｉｉ　Ｍａｘｉｍｏｗｉｃｚ、Ｔｋ）をそれぞれ（１）１：１：１または（２）３
：１：１の重量比（ｗ／ｗ）で混合した後、抽出器に入れて、８～１０倍の水、３０％（
ｖ／ｖ）のエタノールまたは８０％のエタノールをそれぞれ入れた後、２～３時間の間抽
出した。前記抽出液をろ過してろ液を減圧濃縮した後、乾燥してオウギ、トウキ及び天花
粉の混合抽出物（水抽出物、３０％のエタノール抽出物、８０％のエタノール抽出物）を
得た（１：１：１の重量比で混合した混合抽出物の平均修得率が約３５．５％、３：１：
１の重量比で混合した混合抽出物の平均修得率が約２９．８５％）。
【００２３】
実施例２．オウギ、トウキ、天花粉及びニンジンの混合抽出物の製造
　オウギ、トウキ、天花粉及びニンジンをそれぞれ（１）１：１：１：１または（２）３
：１：１：１の重量比（ｗ／ｗ）で混合した後、抽出器に入れて、８～１０倍の水、３０
％のエタノールまたは８０％のエタノールをそれぞれ入れた後、２～３時間の間抽出した
。前記抽出液をろ過してろ液を減圧濃縮した後、乾燥してオウギ、トウキ、天花粉及びニ
ンジンの混合抽出物（水抽出物、３０％のエタノール抽出物、８０％のエタノール抽出物
）を得た（１：１：１：１の重量比で混合した混合抽出物の平均修得率が約２８％、３：
１：１：１の重量比で混合した混合抽出物の平均修得率が約２４．２４％）。
【００２４】
実験例１．抽出溶媒によって本発明の混合抽出物ががん細胞の生長に及ぼす影響の検証
　前記実施例１及び２で製造した混合抽出物が抽出溶媒によってがん細胞の生長に及ぼす
影響を検証するために、従来公知された方法によってＭＴＴアッセイを行った。がん細胞
株は、ＭＤＡ－ＭＢ－２３１乳がん細胞株を利用した。
　より具体的に、９６ウェルプレートで培養したＭＤＡ－ＭＢ－２３１乳がん細胞株に前
記実施例１及び２で製造したオウギ、トウキ及び天花粉の混合抽出物、またはオウギ、ト
ウキ、天花粉及びニンジンの混合抽出物を多様な濃度（５０～５００μｇ／ｍｌ）で処理
した後、４８時間の間３７℃、５％のＣＯ２条件で培養した。その後、ＭＴＴ（３－（４
，５－Ｄｉｍｅｔｈｙｌｔｈｉａｚｏｌ－２－ｙｌ）－２，５－ｄｉｐｈｅｎｙｌｔｅｔ
ｒａｚｏｌｉｕｍ　ｂｒｏｍｉｄｅ）試薬をそれぞれの細胞に処理して、４時間の間さら
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に培養した後、上層液を除去して１００μｌのＤＭＳＯ（ｄｉｍｅｔｈｙｌ　ｓｕｌｆｏ
ｘｉｄｅ）を添加した。最終的に５９０ｎｍの波長で吸光度を測定し、吸光度値を何れの
物質も処理していない対照群と比較した。その結果を図１～図４に示した。
　図１及び図２に示すように、３０％のエタノールを抽出溶媒として利用したオウギ、ト
ウキ及び天花粉の混合抽出物が他の溶媒抽出物に比べて優れたがん細胞の生長を抑制する
効果があることを確認した。
　また、図３及び図４に示すように、３０％のエタノールを抽出溶媒として利用したオウ
ギ、トウキ、天花粉及びニンジンの混合抽出物が他の溶媒抽出物に比べて優れたがん細胞
の生長を抑制する効果があることを確認した。
　従って、前記結果に基づいて、以下の実験では３０％のエタノール抽出物を利用した。
【００２５】
実験例２．本発明の混合抽出物が多様ながん細胞の生長に及ぼす影響の検証
　前記実施例１及び２で製造した混合抽出物が多様ながん細胞の生長に及ぼす影響を検証
するために、前記実験例１と同一の方法でＭＴＴアッセイを行った。がん細胞株は、膵膓
がん細胞株であるＰａｎｃ－２８、非小細胞性肺がん細胞株であるＨ４６０、膀胱がん細
胞株であるＫｕ－７、脳腫瘍膠芽細胞腫であるＵ８７、頭頸部がん細胞株であるＨＮ５、
子宮頸部がん細胞株であるＨｅＬａ、慢性骨髓白血病細胞株であるＫＢＭ５及びＫ５６２
、甲状腺がん細胞株であるＳＮＵ８０及びＳＮＵ７９０、皮膚がん細胞株であるＢ１６Ｆ
１を利用した。その結果を図５～図８に示した。
　図５及び図６に示すように、本発明のオウギ、トウキ及び天花粉の混合抽出物は、濃度
によって多様ながん細胞の生長を抑制する優れた坑がん効果を表すことを確認した。
　また、図７及び図８に示すように、オウギ、トウキ及び天花粉と共にニンジンをさらに
含む混合抽出物も濃度によって多様ながん細胞の生長を抑制する優れた坑がん効果を表す
ことを確認した。
【００２６】
実験例３．本発明の混合抽出物が多様な乳がん細胞の生長に及ぼす影響の検証
　前記実施例１及び２で製造した混合抽出物が乳がん細胞の生長に及ぼす影響を検証する
ために、前記実験例１と同一の方法でＭＴＴアッセイを行った。乳がん細胞株は、ＭＣＦ
－７（ｈｏｒｍｏｎｅ－ｐｏｓｉｔｉｖｅ）、Ｔ４７Ｄ（ｈｏｒｍｏｎｅ－ｐｏｓｉｔｉ
ｖｅ）、ＳＫＢＲ－３（ＨＥＲ－２－ｐｏｓｉｔｉｖｅ）、ＢＴ－２０（ＴＮＢＣ、ｎｏ
ｎ－ｉｎｖａｓｉｖｅ）、及び　ＭＤＡ－ＭＢ－２３１（ＴＮＢＣ、ｈｉｇｈｌｙ　ｍｅ
ｔａｓｔａｔｉｃ）などの全５つの細胞株を利用した。その結果を図９～図１２に示した
。
　図９及び図１０に示すように、本発明のオウギ、トウキ及び天花粉の混合抽出物は、濃
度によってそれぞれ異なる乳がん細胞株の生長を抑制する効果があることを確認した。特
に、オウギ、トウキ及び天花粉を１：１：１の重量比で混合した混合抽出物は、５００μ
ｇ／ｍｌの濃度で転移性乳がん細胞株であるＭＤＡ－ＭＢ－２３１の生長を顕著に抑制す
る効果を表すことを確認した。
　また、図１１及び図１２に示すように、オウギ、トウキ及び天花粉と共にニンジンをさ
らに含む混合抽出物も、濃度によってそれぞれ異なる乳がん細胞株の生長を抑制する効果
があることを確認した。
【００２７】
実験例４．本発明の混合抽出物が正常細胞の生長に及ぼす影響の検証
　前記実験例２及び３を通じて確認した本発明の混合抽出物の細胞生長の抑制効果ががん
細胞特異的であるか否かを確認するために、正常細胞株であるＲＩＥｓ（Ｒａｔ　ｎｏｒ
ｍａｌ　ｉｎｔｅｓｔｉｎａｌ　ｅｐｉｔｈｅｌｉａｌ　ｃｅｌｌｓ）を利用して同一の
実験を行った。その結果を図１３に示した。
　図１３に示すように、オウギ、トウキまたは天花粉の単独抽出物が正常細胞であるＲＩ
Ｅｓ細胞の生長を抑制することに対し、本発明のオウギ、トウキ及び天花粉の混合抽出物
とオウギ、トウキ、天花粉及びニンジンの混合抽出物は、正常細胞であるＲＩＥｓの生長
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には如何なる影響も及ばなかった。前記結果を通じて、本発明のオウギ、トウキ及び天花
粉の混合抽出物は、単独抽出物が持っている否定的な効果を改善して、がん細胞のみに特
異的に生長を抑制することができることを確認した。
【００２８】
実験例５．本発明の混合抽出物が乳がん細胞の転移に及ぼす影響の検証
　前記実施例１及び２で製造した混合抽出物が乳がん細胞の転移に及ぼす影響を検証する
ために、従来公知された方法によってスクラッチングアッセイを行った。より具体的に、
転移性乳がん細胞株であるＭＤＡ－ＭＢ－２３１を６ウェルプレートに植えた後、細胞を
掻いて細胞間間隔を生じさせた。前記細胞に５０μｇ／ｍｌ濃度のオウギ、トウキ及び天
花粉の混合抽出物（３０％のエタノール抽出物）、またはオウギ、トウキ、天花粉及びニ
ンジンの混合抽出物（３０％のエタノール抽出物）を処理した後、２４時間の間培養し、
移動した細胞の数を測定した。その結果を図１４に示した。
　図１４に示すように、本発明のオウギ、トウキ及び天花粉の混合抽出物は、転移性乳が
ん細胞株であるＭＤＡ－ＭＢ－２３１の細胞移動（ｍｉｇｒａｔｉｏｎ）を顕著に抑制す
る効果があることを確認し、特に、オウギ、トウキ及び天花粉を１：１：１の重量比で混
合した混合抽出物が他の抽出物に比べてより優れた効果を表すことを確認した。
【００２９】
実験例６．本発明の混合抽出物が乳がん細胞の浸潤に及ぼす影響の検証
　前記実施例１及び２で製造した混合抽出物が乳がん細胞の浸潤に及ぼす影響を検証する
ために、従来公知された方法によって浸潤（ｉｎｖａｓｉｏｎ）アッセイを行った。より
具体的に、転移性乳がん細胞株であるＭＤＡ－ＭＢ－２３１をマトリゲル（ｍａｔｒｉｇ
ｅｌ）が予めコーティングされた上側チャンバで培養した後、５０μｇ／ｍｌ濃度のオウ
ギ、トウキ及び天花粉の混合抽出物（３０％のエタノール抽出物）、またはオウギ、トウ
キ、天花粉及びニンジンの混合抽出物（３０％のエタノール抽出物）を処理して、２４時
間の間培養した。浸潤された細胞をクリスタルバイオレットで染色し、その数を測定した
。その結果を図１５に示した。
　図１５に示すように、本発明のオウギ、トウキ及び天花粉の混合抽出物は、転移性乳が
ん細胞株であるＭＤＡ－ＭＢ－２３１の細胞浸潤を顕著に抑制する効果があることを確認
し、特に、オウギ、トウキ及び天花粉を１：１：１の重量比で混合した混合抽出物が他の
抽出物に比べてより優れた効果を表すことを確認した。
実験例７．本発明の混合抽出物が乳がん細胞の付着依存性に及ぼす影響の検証
前記実施例１及び２で製造した混合抽出物が乳がん細胞の付着依存性に及ぼす影響を検証
するために、従来公知された方法によって付着－非依存性（ａｎｃｈｏｒａｇｅ－ｉｎｄ
ｅｐｅｎｄｅｎｔ）アッセイを行った。より具体的に、転移性乳がん細胞株であるＭＤＡ
－ＭＢ－２３１をソフトアガープレートに培養した後、５００μｇ／ｍｌ濃度のオウギ、
トウキ及び天花粉の混合抽出物（３０％のエタノール抽出物）、またはオウギ、トウキ、
天花粉及びニンジンの混合抽出物（３０％のエタノール抽出物）を二日間隔で処理し、総
１５日間培養した。１５日目に、細胞を０．５％のクリスタルバイオレットで染色した後
、光学顕微鏡を利用してコロニー数を測定した。その結果を図１６に示した。
　図１６に示すように、本発明のオウギ、トウキ及び天花粉の混合抽出物は、転移性乳が
ん細胞株であるＭＤＡ－ＭＢ－２３１の非付着増殖を顕著に抑制する効果があることを確
認し、特に、オウギ、トウキ及び天花粉を１：１：１の重量比で混合した混合抽出物が他
の抽出物に比べてより優れた効果を表すことを確認した。
【００３０】
実験例８．動物モデルで本発明の混合抽出物の坑がん活性の検証
　前記実施例１で製造したオウギ、トウキ及び天花粉の混合抽出物が転移性乳がん動物モ
デルで坑がん活性を表すか否かを確認するために、下記のような実験を行った。実験動物
で６週令のヌード（Ｎｕ／Ｎｕ）マウス（Ｏｒｉｅｎｔａｌ　Ｓｃｉｅｎｃｅ）を利用し
、各マウスに転移性乳がん細胞株であるＭＤＡ－ＭＢ－２３１を１ｘ１０６の数で皮下注
射した。がんの大きさが５０ｍｍ３となった時、各マウスをランダムにグループを分けた
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後、オウギ、トウキ及び天花粉の混合抽出物（３０％のエタノール抽出物）、またはオウ
ギ、トウキ、天花粉及びニンジンの混合抽出物（３０％のエタノール抽出物）を５００ｍ
ｇ／ｋｇの濃度で３２日間毎日経口投与した。対照群の場合、飲水を経口投与した。体重
及びがんの大きさは、１週間に３回測定した。実験終了後、各マウスを犠牲させ、がんを
含む組織を分離した後、４％のホルムアルデヒドで固定した。固定された組織をパラフィ
ンに包埋した後、組織学的観察のために、一部はヘマトキシリン及びエオシン（Ｈ＆Ｅ）
で染色し、他の一部は、抗ＣＤ３１（Ａｂｃａｍ、Ｃａｍｂｒｉｄｇｅ、ＵＫ）抗体を利
用して免疫組織化学（Ｉｍｍｕｎｏｈｉｓｔｏｃｈｅｍｉｓｔｒｙ）を行った。また、肺
転移（ｍｅｔａｓｔａｓｉｓ）を確認するために、肺の転移性コロニー数を測定した。そ
の結果をそれぞれ図１７～図２２に示した。
　図１７に示すように、本発明のオウギ、トウキ及び天花粉の混合抽出物とオウギ、トウ
キ、天花粉及びニンジンの混合抽出物は、実験期間の間マウスの体重には影響を及ぼさず
、これを通じて本発明の混合抽出物が生体内副作用のない安全な物質であることを確認し
た。
　図１８及び図１９に示すように、対照群のがんの大きさが１３００ｍｍ３である時、オ
ウギ、トウキ、及び天花粉を１：１：１の重量比で混合した混合抽出物を投与した群のが
んの大きさは、１５０ｍｍ３であり、３：１：１の重量比で混合した混合抽出物を投与し
た群のがんの大きさは、５００ｍｍ３であることを確認した。これを通じて本発明のオウ
ギ、トウキ及び天花粉の混合抽出物は、優れた坑がん効果を持ち、特にオウギ、トウキ及
び天花粉を１：１：１の重量比で混合した混合抽出物がより優れた坑がん効果を表すこと
を確認した。
　図２０に示すように、がん組織のＨ＆Ｅ染色の結果、対照群に比べてオウギ、トウキ及
び天花粉の混合抽出物を投与した群で、がんコホート（ｔｕｍｏｒ　ｃｏｈｏｒｔ）がよ
く分化されていることを確認した。
　図２１に示すように、がん組織を抗ＣＤ－３１抗体で染色してがん新生血管（ａｎｇｉ
ｏｇｅｎｅｓｉｓ）を分析した結果、対照群に比べてオウギ、トウキ及び天花粉の混合抽
出物を投与した群でがん血管の数が減少することを確認した。前記結果を通じて、本発明
のオウギ、トウキ及び天花粉の混合抽出物は、がん新生血管を抑制する優れた坑がん効果
を持ち、特に、オウギ、トウキ及び天花粉を１：１：１の重量比で混合した混合抽出物が
より優れた効果を表すことを確認した。
　図２２に示すように、肺の転移性コロニー数を確認した結果、対照群に比べてオウギ、
トウキ及び天花粉の混合抽出物を投与した群で肺転移がん群集の数が顕著に減少すること
を確認した。特に、オウギ、トウキ及び天花粉を１：１：１の重量比で混合した混合抽出
物は、約１００％に至る強力ながん転移の抑制効果を表した。
【００３１】
実験例９．本発明の混合抽出物が乳がん細胞で細胞内の信号伝達体系に及ぼす影響の検証
　前記実験例３～８で確認した本発明の混合抽出物の乳がんに対する坑がん効果が如何な
る信号伝達過程を通じて起こされるかを検証するために、下記のような実験を行った。
【００３２】
９－１．ウエスタンブロット分析
　従来公知された方法によってウエスタンブロットを行った。より具体的に、転移性乳が
ん細胞株であるＭＤＡ－ＭＢ－２３１にオウギ、トウキ及び天花粉の混合抽出物（３０％
のエタノール抽出物）を５０μｇ／ｍｌまたは５００μｇ／ｍｌの濃度で１５分間処理し
た（ＳＨ００３：オウギ、トウキ及び天花粉を１：１：１の重量比で混合した混合抽出物
、ＳＨ００４：オウギ、トウキ及び天花粉を３：１：１の重量比で混合した混合抽出物）
。ＲＩＰＡ緩衝液を利用して細胞からタンパク質を分離した後、ｐ－ＥＧＦＲ、ＥＧＦＲ
、ｐ－ＳＴＡＴ３、ＳＴＡＴ３、ｐ－ＪＡＫ１、ｐ－ＪＡＫ２、ｐ－ＡＫＴ、ＡＫＴ抗体
（以上、Ｄａｎｖｅｒｓ、ＭＡ、ＵＳＡ）、ｐ－ＳＲＣ、ＳＲＣ、ｐ－ＥＲＫ１／２、Ｅ
ＲＫ１／２またはチューブリン抗体（以上、Ｓａｎｔａ　Ｃｒｕｚ、ＣＡ、ＵＳＡ）を利
用してウエスタンブロットを行い、これを通じて細胞内で発現する各タンパク質の量を比
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較した。転移性乳がん細胞株であるＭＤＡ－ＭＢ－２３１は、ＥＧＦＲ遺伝子の過発現ま
たは突然変異により、ＥＧＦＲによる細胞内の信号機転が非常に活性化されていると知ら
れている。その結果を図２３及び図２４に示した。
　図２３及び図２４に示すように、本発明のオウギ、トウキ及び天花粉の混合抽出物を処
理した転移性乳がん細胞株でＥＧＦＲ及びこの下位信号機転であるＳＲＣ、ＡＫＴのリン
酸化が抑制され、がんの発達及び転移に関与すると知られたＳＴＡＴ３のリン酸化が抑制
されることを確認した。
【００３３】
９－２．ＳＴＡＴ３転写因子の活性に及ぼす影響の分析
　本発明の混合抽出物がＳＴＡＴ３転写因子の活性に及ぼす影響を確認するために、下記
のような実験を行った。
　２９３Ｔ細胞にＳＴＡＴ３－ｌｕｃレポータープラスミド（ｐＳＴＡＴ３－ｌｕｃ）と
共にｃｏｎｓｔｉｔｕｔｉｖｅｌｙ　ａｃｔｉｖｅ　ＳＴＡＴ３（ＣＡ－ＳＴＡＴ３）ま
たはＳＴＡＴ３　ｓｉＲＮＡをトランスフェクションした後、４８時間の間培養した。そ
の後、各細胞にオウギ、トウキ及び天花粉の混合抽出物（３０％のエタノール抽出物、１
：１：１の重量比で混合、ＳＨ００３）を５００ｕｇ／ｍｌの濃度で処理し、２４時間の
間さらに培養した。各細胞内でＳＴＡＴ３の転写活性を測定した。その結果を図２５に示
した。
　図２５に示すように、２９３Ｔ細胞でオウギ、トウキ及び天花粉の混合抽出物によって
ＳＴＡＴ３の転写活性が抑制されることを確認した（＊ｐ＜０．０５）。
また、ＳＴＡＴ３が非正常的に活性化されているＭＤＡ－ＭＢ－２３１細胞にｐＳＴＡＴ
３－ｌｕｃ及びＳＴＡＴ３　ｓｉＲＮＡをトランスフェクションした後、４８時間の間培
養した。その後、各細胞にオウギ、トウキ及び天花粉の混合抽出物（３０％のエタノール
抽出物、１：１：１の重量比で混合、ＳＨ００３）を５００ｕｇ／ｍｌの濃度で処理し、
２４時間の間さらに培養した。各細胞内でＳＴＡＴ３の転写活性を測定した。その結果を
図２６に示した。
　図２６に示すように、ＭＤＡ－ＭＢ－２３１細胞でオウギ、トウキ及び天花粉の混合抽
出物によってＳＴＡＴ３の転写活性が有意に抑制されることを確認した（＊ｐ＜０．０５
）。
【００３４】
９－３．ＳＴＡＴ３核内の移動に及ぼす影響の分析
　本発明の混合抽出物がＳＴＡＴ３核内の移動に及ぼす影響を確認するために、下記のよ
うな実験を行った。活性化されたＳＴＡＴ３（ｐＳＴＡＴ３）は、細胞内核に移動して転
写活性機能をすると知られている。
　ＭＤＡ－ＭＢ－２３１細胞にオウギ、トウキ及び天花粉の混合抽出物（３０％のエタノ
ール抽出物、１：１：１の重量比で混合、ＳＨ００３）を５００ｕｇ／ｍｌの濃度で６時
間の間処理した後、各細胞を４％のホルムアルデヒドで１５分間固定した。その後、０．
１％のトリトンＸ－１００で細胞膜吸収を促進し、ＢＳＡで非特異抗原抗体結合を防いだ
後、ｐＳｔａｔ３抗体（Ｃｅｌｌ　Ｓｉｇｎａｌｉｎｇ）及びＴＯＲＲＯ－３（Ｉｎｖｉ
ｔｒｏｇｅｎ）で各一時間及び５分間染色した後、共焦点顕微鏡（Ｚｅｉｚｚ）を利用し
て４０ｘ倍率で観察した。その結果を図２７に示した。
　図２７に示すように、ＳＴＡＴ３は、細胞質のみで観察され、これを通じてオウギ、ト
ウキ及び天花粉の混合抽出物がＳＴＡＴ３の核内移動を抑制することを確認した。
【００３５】
９－４．ＩＬ－６発現に及ぼす影響の分析
　本発明の混合抽出物がＩＬ－６の発現に及ぼす影響を確認するために、下記のような実
験を行った。
　ＭＤＡ－ＭＢ－２３１細胞にオウギ、トウキ及び天花粉の混合抽出物（３０％のエタノ
ール抽出物、１：１：１の重量比で混合、ＳＨ００３）を５００ｕｇ／ｍｌの濃度で２４
時間の間処理した後、ｒｅａｌ－ｔｉｍｅ　ＰＣＲを通じてＩＬ－６ｍＲＮＡ発現程度を
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測定し、ＥＬＩＳＡを通じて細胞外に分泌されたＩＬ－６タンパク質発現程度を測定した
。その結果を図２８に示した。
　図２８に示すように、ＭＤＡ－ＭＢ－２３１細胞でオウギ、トウキ及び天花粉の混合抽
出物処理によってサイトカインの一種であるＩＬ－６のｍＲＮＡ発現が抑制され、細胞外
のＩＬ－６の量が減少することを確認した（＊ｐ＜０．０５）。
　また、ＭＤＡ－ＭＢ－２３１細胞にオウギ、トウキ及び天花粉の混合抽出物（３０％の
エタノール抽出物、１：１：１の重量比で混合、ＳＨ００３）を５００ｕｇ／ｍｌの濃度
で６時間の間処理した後、ＩＬ－６プローモーターに結合したＳＴＡＴ３の量をＥｐｉＳ
ｅｅｋｅｒ　ＣｈＩＰ　ｋｉｔ（Ａｂｃａｍ）を利用した染色質免疫沈殿分析（ｃｈｒｏ
ｍａｔｉｎ　ｉｍｍｕｎｏｐｒｅｃｉｐｉｔａｔｉｏｎ　ａｓｓａｙ）を通じて測定した
。より具体的に、ＭＤＡ－ＭＢ－２３１細胞にＳＨ００３を３時間処理した後、０．７５
％のホルムアルデヒドで固定した。以後、超音波粉砕を通じてＤＮＡ本を分けた後、ＳＴ
ＡＴ３抗体（Ｃｅｌｌ　Ｓｉｇｎａｌｉｎｇ）を利用して、これを沈殿した後、ｒｅａｌ
　ｔｉｍｅ　ＰＣＲを行った。ＳＴＡＴ３が結合するＤＮＡ部位は、－１４３ｂｐから＋
４８ｂｐに５’－ＧＴＴＧＴＧＴＣＴＴＧＣＣＡＴＧＣＴＡＡＡＧ－３’と５’－ＡＧＡ
ＡＴＧＡＧＣＣＴＣＡＧＡＣＡＴＣＴＣＣ－３’のプライマーを利用して増幅した。その
結果を図２９に示した。
　図２９に示すように、ＭＤＡ－ＭＢ－２３１細胞でオウギ、トウキ及び天花粉の混合抽
出物処理によってＩＬ－６プローモーターに結合したＳＴＡＴ３の量が有意に減少するこ
とを確認した（＊ｐ＜０．０５）。
以下、本発明の薬学的組成物及び食品組成物の製剤例を説明するが、本発明を限定するも
のではなく、単に具体的に説明するためのものである。
【００３６】
製剤例１．薬学的組成物の製造
１－１．散剤の製造
オウギ、トウキ及び天花粉の混合抽出物：２０ｍｇ
乳糖：１００ｍｇ
タルク：１０ｍｇ
上記の成分を混合して気密布に充填して散剤を製造する。
１－２．錠剤の製造
オウギ、トウキ及び天花粉の混合抽出物：１０ｍｇ
とうもろこしデンプン：１００ｍｇ
乳糖：１００ｍｇ
ステアリン酸マグネシウム：２ｍｇ
上記の成分を混合した後、通常の錠剤の製造方法によって打錠して錠剤を製造する。
１－３．カプセル剤の製造
オウギ、トウキ及び天花粉の混合抽出物：１０ｍｇ
結晶性セルロース：３ｍｇ
ラクトース：１４．８ｍｇ
マグネシウムステアレート：０．２ｍｇ
通常のカプセル剤の製造方法によって上記の成分を混合し、ゼラチンカプセルに充填して
カプセル剤を製造する。
１－４．注射剤の製造
オウギ、トウキ及び天花粉の混合抽出物：１０ｍｇ
マンニトール：１８０ｍｇ
注射用滅菌蒸留水：２９７４ｍｇ
Ｎａ２ＨＰＯ４・２Ｈ２Ｏ：２６ｍｇ
通常の注射剤の製造方法によって１アンプル当たり（２ｍｌ）上記の成分含量で製造する
。
１－５．液剤の製造
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オウギ、トウキ及び天花粉の混合抽出物：２０ｍｇ
異性化糖：１０ｇ
マンニトール：５ｇ
精製水：適量
通常の液剤の製造方法によって精製水にそれぞれの成分を加えて溶解させ、レモンフレー
バーを適量加えた後、上記の成分を混合した後、精製水を加えて全体１００ｍｌに調節し
た後、茶色瓶に充填して滅菌させて液剤を製造する。
【００３７】
製剤例２．食品組成物の製造
２－１．健康食品の製造
オウギ、トウキ及び天花粉の混合抽出物：１００ｍｇ
ビタミン混合物：適量
ビタミンＡアセテート：７０μｇ
ビタミンＥ：１．０ｍｇ
ビタミンＢ１：０．１３ｍｇ
ビタミンＢ２：０．１５ｍｇ
ビタミンＢ６：０．５ｍｇ
ビタミンＢ１２：０．２μｇ
ビタミンＣ：１０ｍｇ
ビオチン：１０μｇ
ニコチン酸アミド：１．７ｍｇ
葉酸：５０μｇ
パントテン酸カルシウム：０．５ｍｇ
無機質混合物：適量
硫酸第１鉄：１．７５ｍｇ
酸化亜鉛：０．８２ｍｇ
炭酸マグネシウム：２５．３ｍｇ
第１リン酸カリウム：１５ｍｇ
第２リン酸カルシウム：５５ｍｇ
クエン酸カリウム：９０ｍｇ
炭酸カルシウム：１００ｍｇ
塩化マグネシウム：２４．８ｍｇ
上記のビタミン及びミネラル混合物の組成比は、比較的健康食品に適合な成分を好ましい
実施例で混合組成したが、その配合比を任意に変形実施しても構わず、通常の健康食品の
製造方法によって上記の成分を混合した後、顆粒を製造し、通常の方法によって健康食品
組成物の製造に使用することができる。
２－２．健康飲料の製造
オウギ、トウキ及び天花粉の混合抽出物：１００ｍｇ
ビタミンＣ：１５ｇ
ビタミンＥ（粉末）：１００ｇ
乳酸鉄：１９．７５ｇ
酸化亜鉛：３．５ｇ
ニコチン酸アミド：３．５ｇ
ビタミンＡ：０．２ｇ
ビタミンＢ１：０．２５ｇ
ビタミンＢ２：０．３ｇ
水：定量
通常の健康飲料の製造方法によって上記の成分を混合した後、約１時間の間８５℃で撹拌
加熱した後、作られた溶液をろ過して滅菌された２ｌの容器に取得して密封滅菌し、冷蔵
保管した後、本発明の健康飲料組成物の製造に使用する。
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上記組成比は、比較的嗜好飮料に適合な成分を好ましい実施例により混合組成したが、需
要層や、需要国家、使用用途など、地域的、民族的嗜好度によってその配合比を任意に変
形実施しても構わない。
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